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担当司祭 深堀勝人

担当委員 瀬下幸弘
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主な内容

親睦レクリェーション

平和の集いを終えて

被災地とともに歩もう

カン・ウイル司教講演④
移住連全国フォーラム

司祭紹介・会長から

共同回心式日程
シスターズリレー
ニュースあれこれ

10月 ]2日 (体育の日)、 北九州地区レクリェ

ーション大会が開催された。4名の司祭と福岡か

ら参tllしてくれた青年たちを含む、子どもたちか

ら高齢の方まで約250名の参加があった。

当日の朝は雨の中での準備となり「中止 !」 の声

がかかることを心配しながらも決行。初参加の牧

山勝美神父の挨拶をもつてゲTム開始。少し肌寒

い中、大人たちはグランドゴルス子どもたちのグ

リーンソフトやキックベTス、小さな子どもたちは
「ここまでおいで」なこ それぞれに楽しい時間を

過ごした。昼食になるとあちこちのテントからバ

ーベキューなどのいいにおいが漂っていた。

その後も「アメ食い競争」「バン食い競走」やリ

レーなど、青年たちの活躍もあり大盛り上がりと

なった。

近年は参加を見送る小教区もあり少し寂しい

感もあるよ 信徒協会長の言うように「これだけ

の人が集うことができたことを喜び」ながら、今後

もこの大会が続けられることを願いたい。

(親睦レク担当/Jり ‖卓也 小倉教会)

※当日の様子は教区HPを

親
睦
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

2016年 1月 17日 (日)15時～ |

小倉教会    ‐

司祭のみなさんと信徒との懇談会

テムマ「明日の教会を考えよう」

2016年 2月 1]日 (木)]0時～

大名町教会

教区信徒協研修会 (詳細p.5)

どなたでも参コロできます。
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北
九
州
平
和
の
集
い
を
終
え
て
卿
麟

実
行
委
員
長

平

松

修

賞

∩

司
褻

０

司
教
団
の
戦
後
７０
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
あ
る

「平
和
の
た
め
に
働
く

決
意
を
新
た
に
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
北
九
州
平
和
の
集
い
は
、
お
陰

様
で
成
功
裏
に
終
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

そ
の
後
の
日
常
生
活
の
な
か
で

「
平
和

の
た
め

に
何
を
す

る

か
？
」
で
す
。

日
本
の
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
、

今
尚
日
本
の
防
衛
の
た
め
に
犠
牲

を
強
い
ら
れ
て
い
る
沖
縄
の
現
実

が
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
と
い
う

枠
組
の
た
め
に
違
憲
と
い
わ
れ
る

安
保
法
制
を
強
行
し
、
平
和
利
用

と
い
う
美
名
を
ま
と
っ
た
核
の
使

用
を
再
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

平
和
を
脅
か
す
動
き
を
見
過
し
た

ま
ま
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
戦
争

へ
の
道
を
容
認
せ
ず
、
協
力
せ
ず
、

戦
争
に
参
加
し
な
い
の
は
当
然
と

し
て
も
、
戦
争
を
予
防
し
、
阻
止

す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、

考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

と
り
あ
え
ず
は
、
日
々
接
す
る

人
た
ち
と
平
安
に
共
生
す
る
こ
と

を
基
盤
と
し
、
社
会
に
働
き
か
け

る
行
動
を
探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

行
動
で
神
の
愛
を
証
し
た
マ
ザ

ー
テ
レ
サ
の
言
葉
を
も
う

一
度
思

い
返
し
、
行
動
の
よ
す
が
と
し
た

い
。

沈
黙
が
実
を
結
ぶ
と
　
祈
り
が
生
ま
れ
る

祈
り
が
実
を
結
ぶ
と
　
信
仰
が
生
ま
れ
る

信
仰
が
実
を
結
ぶ
と
　
愛
が
生
ま
れ
る

奉仕が生
襦判糾鰺一

平
和
が
生
ま
‐れ

る

愛
が
実
を
結
ぶ
と

奉
仕
が
実
を
結
ぶ
ど

牧山神父の
被爆体験発表

平和コント

被災地ボランシ アで
小6生が芸を披露し、
集いでも再現平和のために働く決意を新たに

講演する川口神父

子どもたちの歌声がひびく

被 災 地 と と も に 歩 も う N・ A鰤 教会信御

2011年 3月 11日 の東日本大震災を受けて、日本

司教団は「いますぐ、原発の廃止をJを表明しまし

た。原発の是非は神の被造物である、すべてのい

のちの問題であり、私たちは自然を守 り、子孫に

より安全で安心できる環境をわたす責任があると

いう信仰宣言でした。

福島第一原発は、現在でも高線量によって事故

の検証が出来ていません。日本政府があの日に出

した「原子力緊急事態宣言」はいまだに解除され

ていないのです。

実際、 1日 400ト ンの放射能汚染水、メル トダ

ウンした核燃料の取 り出し、放射性廃棄物の最終

処分場、空中に散布された10万年も続 く放射線の

問題も手つかずのままです。そして 100万人に一

人 と言われていた小児性甲状腺ガンが福島では3

千人に一人の割合で 138名にその疑いがあらわれ

ています (8月 31日 現在・手術 104名 )。

私たちは明らかに人間と核は共存できないこと

を、福島第一原発事故という悲劇的な災害に学ん

できたのではないでしょうか。それなのにわずか

4年半で、今年の 8月 11日 に川内原発 1号機の再稼

働がおこなわれ、 10月 15日 には旧型蒸気発生器未

交換のまま2号機が再稼働されました。私は現地の

鹿児島で、はるばる来 られた福島の方々と出会

い、声を聞き、この詩をいただきました。

枝災地へ あらおしゅんすけ3・ Hの記録より

豪:胆tワ賃〕ら11なイ]ネ彗裏:“1,ラ装纂::

が居座って,ヽ る蕪人の街へ    |■ ‐‐ ■ |
人 の々思t｀ ギ積も|つ た山/人 の々スずれ好 |||イ1/
人々の泉 t‐みを伝える野の風   |‐   ‐‐

‐
■

ふれ,Tずな:ネ :‐ 1駕承ζ隷(｀13:ラ:[
|た は何をどうtま すか   ― |‐ ‐‐‐ ■ ‐  ‐

川内原発再稼働は被災者の方々にもっともっと

深い傷を負わせていました。もし、潜在的な核能

力の保有の為に原発を廃止しないでいるなら、地

方の人間は棄民 として扱われているのでしよう

か。私は被災地の方々とつながり、持続可能なエ

ネルギーヘとともに歩み、連帯の輪を広げていき

たいと思いました。

兆:曇:鯰
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晃 :

所 チ
を エ

た
。
そ
し
て
か
れ
ら
は
討
論
を
通

じ
て
、
こ
の
ま
ま
で
や
ら
れ
る
よ

り
は
立
ち
上
が
る
し
か
な
い
と
、

襲
撃
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に

よ
っ
て
米
軍
は
チ
ェ
ジ

ュ
ド
全
体

を

「
レ
ッ
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
＝
赤
い

島
」
と
名
付
け
、
韓
国
本
土
か
ら

軍
隊
を
派
兵
し
、
赤
狩
り
を
始
め

ま
し
た
。

当
時
の
チ
ェ
ジ

ュ
ド
は
少
し
で

も
山
の
方

へ
入

っ
て
い
け
ば
、
森

が
深
く
小
規
模
な
軍
隊
で
は
な
か

な
か
武
装
グ
リ
ラ
達
を
鎮
圧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
１

９
４
８
年
８
月
１５
日
に
韓
国
政
府

が
樹
立
さ
れ
、
イ

・
ス
マ
ン
（李
承

晩
）
大
統
領
が
就
任
し
ま
し
た
。

彼
は
チ
ェ
ジ

ュ
ド
全
域
に
だ
け
戒

厳
令
を
布
告
し
、
韓
国
本
土
か
ら

大
部
隊
を
派
遣
し
て
鎮
圧
作
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。
軍
隊
は
山
岳
地

帯
に
住
む
住
民
に
空
か
ら
ビ
ラ
を

撒
き
、　
一
週
間
以
内
に
海
岸
線
か

ら
５
ｋ
ｍ
以
内
の
地
点
に
山
か
ら

降
り
て
来
な
さ
い
、　
一
週
間
以
内

に
降
り
て
こ
な
い
人
は
皆
武
装
グ

リ
ラ
と
見
倣
す
と
い
う
布
告
文
を

バ
ラ
撒
き
ま
し
た
。
そ
し
て

一
週

間
後
、
軍
隊
は
山
岳
地
帯
に
散
在

し
て
い
る
村
を

一
つ
ず

つ
片

っ
端

か
ら
包
囲
し
て
無
差
別
的
焦
土
化

作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
イ

・
ス

マ
ン
政
権
は
、
こ
の
時
、
軍
隊
だ

け
で
は
な
く
、
鎮
圧
作
戦
に
い
わ

ゆ
る
西
北
青
年
団
と
い
う
右
翼
団

体
を
チ
ェ
ジ

ュ
ド
に
送
り
込
み
赤

狩
り
の
手
助
け
を
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
西
北
青
年
団
と
は
、

３８

度
線
よ
り
北
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
近
く

の
地
方
を
西
北
と
い
う
の
で
す

が
、
北
朝
鮮
に
ソ
連
に
よ
る
共
産

政
権
が
成
立
し
、
北
に
居
た
い
ろ

ん
な
土
地
を
持

っ
て
い
る
人
や
公

務
員
と
し
て
働
い
て
い
た
人
た
ち

は
、
徹
底
的
に
迫
害
、
粛
清
さ
れ

る
体
験
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
が

南

へ
逃
げ
て
新
し
く
作

っ
た
の
が

西
北
青
年
団
で
あ
り
ま
す
。
彼
ら

は
ふ
る
さ
と
も
財
産
も
全
て
奪
わ

れ
た
人
た
ち
で
す
か
ら
、
共
産
主

義
者
と
い
え
ば
、
日
の
色
を
変
え

て
敵
と
す
る
と
い
う
姿
勢
で
し

た
。
そ
の
彼
ら
が
チ
ェ
ジ

ュ
ド
に

来
て
鎮
圧
作
戦
に
合
流
し
た
の
で

す
。
チ
ェ
ジ

ュ
ド
の
人
た
ち
は
今

で
も
、
西
北
青
年
団
と
言
え
ば
彼

ら
が
軍
隊
警
察
よ
り
も
、
も
っ
と

残
酷
な
や
り
方
で
住
民
た
ち
を
苦

し
ま
せ
た
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き

り
と
覚
え
記
憶
し
て
い
ま
す
。
軍

隊
と
そ
の
団
体
の
行

っ
た
焦
土
化

作
戦
で
山
岳
地
帯
の
家
屋
９５
％
が

焼
か
れ
、
数
え
き
れ
な
い
住
民
が

殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
家
を
焼
か

れ
、
畑
を
失

っ
た
住
民
約
２
万
人

が
、
左
翼
武
装
勢
力
に
強
い
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
生
き
の

び
る
た
め
も
っ
と
山
奥
に
身
を
隠

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

ら
は
政
府
か
ら
グ
リ
ラ
と
し
て
討

伐
の
対
象
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
４
９
年
３
月
、
チ
ェ
ジ

ュ
ド

地
区
戦
闘
司
令
部
は
山
に
た
て
こ

も
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
山
か
ら

降
り
て
く
れ
ば
赦
免
す
る
と
い
う

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
信
じ
て
か
な
り
の
人
が
下
山
し

ま
し
た
が
、
そ
の
島
民
た
ち
に
対

し
て
当
局
は
全
員
赦
免
せ
ず
、
刑

務
所
に
送
る
か
あ
る
い
は
処
刑
し

ま
し
た
。
１
９
４
６
年
６
月
、
武

装
グ
リ
ラ
の
総
司
令
官
と
も
い
え

る
イ

・
ド
ッ
ク
（李
徳
九
）と
い
う

人
が
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
武
装
グ

ル
ー
プ
は
事
実
上
壊
滅
し
ま
し

た
。
そ
し
て
４

・
４
３
事
件
は

一

応
整
理
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
終
わ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
６
月
、
北
朝
鮮

軍
隊
が
３８
度
線
を
越
え
て
南

へ
進

撃
し
ま
し
た
。
南
北
間
の
戦
争
が

勃
発
し
再
び
大
変
な
状
態
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
（次
号
Ｃ
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6月 に開催した「移住労働者と連帯する全国フォーラム・関門2015」 は8つの分科会と3
つの講演会が行われました。全部の報告は現在 「フォーラム報告集」として編集作業を行つて

いますが、第4分科会の報告の一部を紹介したいと思います。  実行委員会 岩本光弘

※第紛科「外国にルーツを持つ子ど|もの罪 の問題」

アジアに生きる会・ふくおか 井上幸雄

※

この問題は「共に生きる街ふくおかの会」と「福岡地区進路保障協議会」とで開催してきたのですべ

新しいテーマとして取り組むようになり毎年夏休みに保護者も一緒に勉強会と進路指導をしていま魂

○進路ガイダンスをやりたいと考えた2つの理由

ア)つながりのあつたD∨サバイバーのシングルマザーから、娘の進路について相談を受けた時、きちん

とした対応ができなかった。結局、彼女は高校には行かずフリーターとなつた。彼女が高校に行けな

かつたのは、本人の学力、家庭の経済力、周りからの支援の不足に加え、適切な情報提供が不足して

いたのではないかとの反省があつた。

イ)ある年の高校の帰国子女特別入試の面接の場で 本人の希望と願書の志望学科が違つていたこ

とが判明した。担任の思い込み、本人、保護者への担任や進路担当からの情報提供の不十分さが原因

だった。こういった理由から進路ガイダンス開催の必要性を痛感じていた。

○進路ガイダンスは、5言語で資料を作成していま丸 最近は120～130人の参加者がある。しかし、

当事者の参加は40人程度に止まつている。対象者が少ない学校には情報が伝わらないこともある。

また、ガイダンスの後のアフター7ォローの体制ができていない、県教委から人が来てもらえない等

の課題がある。

※小学校就学発くづンス(久留米ベテルキリスト教会にて試験的に皿

久留米ベテルキリスト教会には、大勢のフイリピン人のお母さんと二世の子どもたちが来ていて 子ども

の教育について不安を感じていたり、日本の教育制度を十分理解していない状況があつたため、進路ガ

イダンスの必要を感じていた。

資料は英語とタガログ語で作成し,公立学校と私立学校の違い、日本の教育制度、教育の内容、学校で

必要なお金、色々学校で起こりうる問題などにつしヽて説明している。

会場からは、いじめ問題について活発な議論が行われ,PTAについては「積極的に関わりたいのに疎外

されてきた」「父親にもつと関わつてほしい」「日本の学校は規則が厳しい」などの意見が出された。

※多文化中高校生交流会の取り組み―成果と課題と次のステップに向けて

大分人権教育ワークショップ研究会 足立恵理

大分でも進路ガイダンスを行つていますが、それとセットで中高生交流会も取り組んでいま曳 交流

会に来る子の中には、学校で日本語を教えてもらっていなくて、入試があるのに学力に心配な子もいま

丸 差がありすぎる状況があり、学校でも子どもや大人に自己表現の練習をさせてもらっていま丸 進路

ガイダンスの1日 だけでその子たちの悩みなどを引き出すことができるのか不安でした。交流会は年4

回。1度参加してくれると継続して参加してくれることが多く、学生スタッフと普段からつながっていま

丸 このような面で大分県は未整備な部分も多いので 3月 に合宿をしていま曳 その中で自分の気持ち

を吐き出せる子も出てきま丸 現状では子供たちや保護者の可視化が進み、支援者や引率者、協力者と

の共通理解が進んできました。



鰈蝙鼈綸薇囃麒嘴

■ 田川教会・直方教会
彗 主任司祭

「   ルカ

:1大 塚 了 平 神父

:‐

‐ 1976年生まれ
:  熊本県合志市出身

『司祭談』

はじめまして。今年で司祭叙階から、 5年目

になりました。これまで、大名町教会、光丘教会、

鳥栖・小郡教会で、助任司祭として奉仕してきま

した。 4月 から、田川教会、直方教会を兼任で、

主任司祭となりました。私は熊本の生まれで、北

九州も、筑豊もほとんど来たことがありません。

まだまだ分からないことばかりで、戸惑うことも

ありますが、教会は一つ、信仰は一つです。これ

から、皆様と心を合わせて、神の国の完成のため

に奉仕していければと思っています。どうぞ、よ

ろしくお願い致します。

『信徒談』

大塚神父様は、いつも穏やかで多芸多才な神父

様です。引越しで運ばれた熱帯魚やミシン、台所

用品の数々に驚いたのがスター トでした。司祭館

の裏にはレンガで囲まれたハーブ畑が登場、教会

学校のキャンプではご自身で描かれたスライド紙

芝居を披露して下さいました。聖書勉強ではその

時代の暮らしや歴史を踏まえた切り口で話して下

さり、新たな発見や納得が満載…と、このスペー

スでは書ききれません。大塚神父様これからも田

川 0直方教会をよろしくお願いします。

州地区信徒協だより 2015年 11月 23日

日■1付| 1教会名| F寺1間

12月可1日 倫) 若 松 -  19:00

12月 11日 (金) 豊 津 - 19:30
12月 14日鯛) 天神町 11:00,19:00

12月 15日秋) 黒 崎 10:30,19:00

12月 16日 17k) 湯 10:30,19:30

12月 17日 (本 ) 小 倉 10:00ョ 19:00

12月 21日 鯛) 田 川 10:00,18:00

[5]第 41号

鰍徒駆
研
修
会
へ
の
お
誘
い
北九辟
工徒軸罐
治

す

っ
か
り
朝
晩
冷
え
込
ん
で
、
秋
本

番
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
体
調

管
理
に
は
十
分
ご
注
意
を
。

さ
て
、
８
月
の
平
和
の
集
い
、

１０
月

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
参
加
し

て
下
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
平
和
の
集
い
は
今
年
で
１５

回
！
地
区
の
各
教
会
か
ら
多
く
の
方
々

が
参
加
し
、
共
に

一
つ
に
な
っ
て
平
和

を
語
り
、
祈
り
合
う
。
こ
の
よ
う
な
集

い
が
‐５
年
も
続
い
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

こ
そ
神
様
の
恵
み
以
外
の
何
物
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
雨
で
中
止
と
な
っ

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
。
今
年
も

テ
ン
ト
組
立
て
中
に
雨
。
し
か
し
３０
分

ほ
ど
で
止
み
、
そ
の
後
は
暑
く
も
な
く

寒
く
も
な
く
の
い
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
、
楽
し
い
時
間
が
持
て
ま
し
た
。
午

前
中
は
大
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

子
ど
も
は
グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト
、
午
後
は

み
ん
な
で
リ
レ
ー
や
バ
ン
く
い
競
争

・

飴
く
い
競
争
と
見
る
ほ
う
も
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
青
年
達
の
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
、
今
回
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
方
の
参
加
、
そ
し
て

で
き
れ
ば
全
教
会
か
ら
の
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

表
記
、
教
区
信
徒
協
研
修
会
が
来
年

２
月
‐１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（前
号

で
は
１
月
Ｈ
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

間
違
い
で
し
た
）
。
昨
年
の
正
義
と
平
和

全
国
集
会
の
流
れ
を
く
み
、
立
ち
上
げ
ら

れ
た
社
会
福
音
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
福
岡
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
研
修
会
は
シ
ェ
ガ
レ
神
父
の
基
調
講
演

の
後
、
９
分
科
会
に
分
け
ら
れ
、
参
加
者

に
は
希
望
す
る
分
科
会
を
選
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
９
つ
は
、
福
島
家
族
支

援
、
憲
法

。
水
俣
病

・
精
神
障
が
い
。
沖

縄

。
女
性
と
子
ど
も

・
不
登
校
児
の
各
問

題
、
抱
撲
（ホ
ー
ム
レ
ス
）
と
シ
ェ
ガ
レ
師

を
囲
ん
で
、
で
す
。
Ｈ
月
中
に
各
小
教
区

に
案
内
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
小
教
区
で
は

な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
持
つ
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
イ

エ
ス
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い
と
思
う

私
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の
研
修
会
は
大
い

に
役
立
つ
と
確
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な

た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1日■1付| 教会名 時
~間

12月 4日 (金) 戸 畑 10:00,19:00

12月 8日 (大) 行 橋 1 1:00,19:30

12月 9日 17k) 新田原 10:00,19:00

12月10日休) 飯 塚 10:30,19:00

1震月10日休) 直 方 10:00,19:00

12月 1¬ 日(金) 水 巻 10:00,19:30

12月 11日 (金) Fヨ  百] 10:00,19:00
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ご存知ですか? シスターズリレー に)

コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会の活動紹介

「シスターズリレー」とは日本女子修道会総長管

区長の呼びかけにより、現在の日本の緊急課題に

ついて、日本の女子修道会が駅伝のように祈りを

つないでいこうとするものです。

2014年 は、沖縄東村高江の方々のためでし

た。修道会が4つのグループに分けられ第 1土曜

日から第4土曜日の、どの土曜日に走る (祈る)

かが決められました。第5土曜日は全修道会が走

りました。 1グループにつき約20余の修道会で

した。

私たちコングレガシオン・ド・ノー トルダムは

第2土曜日でしたので、福島、調布、北九州の3
つの共同体のそれぞれの係りが中心となつて、当

日には祈り、犠牲、沖縄の紹介などの活動がなさ

れました。管区の係りがそれらをA4のポスター

にまとめ、メールで沖縄のシスターに送りまし

た。シスター方はそのようにして全国から送られ

た祈りのポスターを携えて、座り込みなどに出か

けました。それらは非常に力となつたとその修道

会の総長様から感謝の言葉をいただきました。

私たちは福島に修道院をもち、3.11の 被災

の苦しみをともにしていますので、沖縄の方々の

苦しみ、悔しさはいかばかりかと心を合わせて祈

りました。

。沖縄防衛局と住民との対話が、人権と命を守る目的で行

われますようにと祈りました。

・ ミサ、教会の祈り、ロザリオをお捧げしました。

・夕食のデザート、その他独自に思いつく断食をお拝げ

しました。

。各自、映画「標的の村」の冊子を読み、祈りの準備としました。

・待降節第2土曜日の晩課を皆様の意向に合わせて捧げました。

とくに共同で祈りました。

【沖
縄
に
送
っ
た
ポ
ス
タ
ー
】

第5土曜日 (11月 29日 )

コングレガシオン・ ド・ ノートルダム修道会(日 本奮区のすべての共同

"

γ ll

一民

◆
湯
川
教
会
専
用
駐
車
場

建
て
替
え
中
だ

っ
た
聖
母
園
の

工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
す
で
に

閉
園
し
て
い
る
幼
稚
園
の
運
動
場

を
湯
川
教
会
専
用
駐
車
場
と
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
書
籍
の
紹
介

①

「五
島
キ
リ
シ
タ
ン
ル
ー
ツ

の
旅
」
黒
崎
教
会
信
徒
上
村
敏
雄

さ
ん
（八
幡
西
区
）
著
。
２
０
０
１

年
に
第
１
刷
、
翌
年
に
は
続
編
を

発
行
。
今
回
は
そ
の
合
本
版
。
明

治
初
期
の
長
崎
県
下
五
島
の
迫
害

の
実
態
が
顕
著
に
書
か
れ
て
い

る
。
迫
害
を
受
け
た

″惣
五
郎
〃

が
上
村
氏
の
先
祖
と
知
り
、

「さ

ら
に
先
を
調
べ
る
欲
望
を
か
き
た

て
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
Ｂ
６
判
。

３
０
０
頁
。
問
い
合
わ
せ
電
話
０

９
３
１
６
４
２
１
１
５
３
５

②

「邪
宗
門
の
女
た
ち
」
八
代

教
会
の
信
徒
会
長
、
長
漬
聰
さ
ん

著
。

１７
世
紀
初
頭
の
八
代
を
舞
台

と
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
。

「殉

教
す
る
夫
と
我
が
子
を
送
り
出
す

側
に
立
て
ば
も
っ
と
殉
教
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い

で
書
き
始
め
た
」
と
。
カ
ト
リ
ッ

ク
新
聞
に
も
紹
介
さ
れ
、
ま
た
パ

ウ
ロ
書
院
が
全
国
の
書
店
で
取
扱

う

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
Ａ
５

判
。
３
２
０
頁
。
二
千
円
と
消

費
税
。
問
い
合
わ
せ
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
６
５

１
３
３

１
９
８
５
８

＊
多
く
の
方
が
共
通
し
て
い
る
点

の

一
つ
に

「忙
し
く
て
な
か
な
か

集
ま
り
が
持
ち
に
く
い
」
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
信
徒
協
広
報

部
会
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
九
州

一
円
か
ら
夕
方
頃
に
集
ま

る
に
は
、
場
所
の
問
題
や

一
人
ひ

と
り
の
都
合
が
あ
り
調
整
す
る
に

も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
問

題
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と

″試
み
〃

を
始
め
ま
し
た
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー

ル
を
活
用
し
て
幅
広
く
原
稿
を
集

め
、
校
正
を
広
報
部
だ
け
で
な
く

信
徒
協
役
員
の
方
々
に
も
協
力
し

て
い
た
だ

こ
う
と

い
う
試
み
で

す
。
今
号
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
の
お
陰
で

″試
み
〃
が
う
ま
く

い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
関
係
者

に
校
正
紙
を
郵
送
し
、
チ

エ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
く
時
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
か
な
か
返
事
が
戻

っ

て
来
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま

す
が
、
広
報
部
中
心
の
広
報
紙
で

は
な
く
信
徒
協
の
広
報
紙
と
し
て

意
識
し
な
が
ら

″試
み
〃
を
次
号

も
継
続
し
て
み
ま
す
。
（瀬
下
）




